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１．はじめに

上越市を中心とする新潟県西部の頚城地方

では，この付近が震源と考えられる 4 回のや

や大きい被害地震が起きている。すなわち，

次の 4 回である。

（A）　 文亀元年 12 月 10 日巳刻（1502 年 1
月 28 日 10 時）直江津地震，M6.8

（B）　 寛文 5 年 12 月 27 日申下刻（1666 年

2 月 1 日 17 時）越後高田地震，M6.8
（C）　 宝暦元年（＝寛延 4 年）4 月 26 日丑

刻（1751 年 5 月 21 日 26 時）M7.2
（D）　 弘化 4 年 3 月 29 日昼九つ時（1847

年 5 月 13 日，12 時）M6.5
ここに記した地震規模 M の値は，宇佐美

ら（2013）に従っている。（A）と（B）の地

震は，時代が江戸時代以前，あるいは江戸時

代初期の史料が乏しい時代に発生した地震で

あるので，被害は広域的には把握できない。

これら 4 回の地震の発生した新潟県の頚城

地方は，プレートの境界に接近した場所では

ない。したがって，この 4 回の地震は宝永

地震（1707）や安政東海・南海地震（1854A，

1854B）のような一方のプレートが他の一方

の下への沈み込みによるプレート境界面での

ズレによる地震ではない。また，頚城地方に

は内陸の地上を走る活断層もない。したがっ

て，上の 4 回の地震は，2016 年の熊本地震

（M7.1）や，2025 年 3 月 28 日のミャンマー

のマンダレイ地震（M7.7）のような地上に

現れた活断層のズレによる地震でもない。

ところで，2024 年 1 月 1 日には，能登半

島先端付近を震央とする令和 6 年能登半島地

震が起きた。今村（2024）は，津波分布のデー

タや，国土地理院による能登半島先端部の地

変の分布から，この地震の発生メカニズムが

「バックアーク地震」であることを論じてい

る。本稿で取り上げる上記（C）, および（D）

の 2 件の歴史地震もまた，列島弧の海岸線の

うち，プレートの沈み込みとは反対側の海岸

線付近で起きたバックアーク地震であると推

定される。

２．バックアーク地震

２．１　バックアーク地震とは　

バックアーク地震の発生メカニズムの説明

図を図 1 に示す。図の右側（太平洋側）から

は，フィリピン海プレートが日本列島を載せ

るユーラシア・プレートの下に沈み込んでい

る。この沈み込みに伴って起きる 2 つのプ

レートの境界面で発生するのが，東海地震で

ある。宝永四年（1707年）の宝永地震（M8.6）や，

安政東海地震（1854，M8.4）などは，この

タイプの東海地震に属する巨大地震である。

日本列島を形成する本州の岩体は，フィリ

ピン海プレートによって図の右から押される

ことによって，左向きの水平圧力（応力）が

加わる。その結果，日本海側の海岸付近では，

左から押される圧力と，あくまで静止の状態
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を保とうとするユーラシア・プレートとが互

いに反対方向から押し合う場所となる。時の

経過とともに，ここでの圧力（応力）が蓄積

していき，遂に耐え切れなくなると，本州岩

体側がユーラシア・プレート側にせり上上げ

る形の滑りを起こす。これがバックアーク地

震の発生メカニズムである（図 1）。
今村（2024）は 2024 年 1 月 1 日に生じた

能登半島地震（M7.6）の発生メカニズムも

バックアーク地震であったと論じている。

２．２　バックアーク地震の特徴

ここでバックアーク地震の特徴を挙げてお

こう。バックアーク地震は，一般的に被害を

伴うような大規模地震の代表的な二つのタイ

プと考えられる。

a.　突き上げ型の逆断層を起こした山岳地

（本州岩体）で震度が大きく現れる

地震による揺れの強さ，震度が大きく表れ

るのは，地盤が軟弱であることが多い沖積平

野の上であり，基盤が強固な地層からなるこ

とが多い山岳地域では震度は小さく表れる，

という一般的な原則がある。しかしながら，

その山岳地盤自身が，バックアーク地震を起

こした岩体そのものであった場合には，その

山岳地域にある集落での震度は，沖積平野の

集落よりも大きく表れる傾向がある。前節で

挙げた（C）の宝暦元年（1751）越後頚城地

震では殊にこの特徴が顕著に表れた（くわし

くは後述）。さらに（D）の弘化四年（1847）
越後頚城地震でも，一部の山岳地域でこの傾

向が現れている。さらに，（E）享保十四年

（1729）能登半島地震，および，（F）令和

六年（2024）元日の能登半島地震でもこの傾

向が現れているのである（たとえば，宇佐美

ら，2013 の p103 の図）。

b.　逆断層突き上げ型の断層滑りを起こした

岩体でがけ崩れが多く発生する

バックアーク地震の発生原因が，図 1 の左

側に描かれた，海岸に接した場所での逆断層

型の岩体地盤のせり上がりによるものである

ならば，この海岸地域に庇のような岩層の

オーバーハング構造（せり出し構造）が出現し，

通常この庇の部分は，直ちに崩落して大規模

な崖崩れを生ずることが予測される。（C）
の宝暦元年（1751）越後頚城地震では，直江

津以西，名立までの東西約 15km 幅の間の山

岳地域で，各所で大規模な山崩れを生じ，数

か所の集落のほぼ全域か土砂に埋もれるとい

う事例が発生した。宝暦元年（1751）越後頚

城地震の伴う多数の山崩れ事例については，

井上ら（1999），および，矢田ら（2011）に

詳しく述べられている。

図 1 バックアーク地震の発生メカニズムの模式図
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c.　海岸線付近で，地盤隆起が起きる

バックアーク地震の発生原因が，図 1 の左

側の描かれた，海岸に接した場所での逆断層

型の岩体地盤のせり上がりによるものである

ならば，海岸線付近で著しい地盤隆起が起き

るはずである。（C）の宝暦元年（1751），お

よび，（D）の弘化 4 年（1847）の越後頚城

地震の両地震に伴って，海岸線付近での地盤

隆起が記録されている（後述）。

d.　地震後，直線的な海岸線に迫った急な崖

が残る

ある海岸線付近で，過去何度も同タイプの

バックアーク地震が繰り返して発生してきて

現在に至っているならば，直線的な海岸線か

らいきなり急な崖地形が始まる，という特徴

的な地形が現れて，それが後々までも保持さ

れるはずである。事実，本州や北海道南部の

日本海側の海岸線には，

（i） 青森県深浦付近，

（ii） 秋田県・山形県の県境付近，

（iii）  山形県鶴岡市・新潟県村上市間の海

岸，

（iv） 弥彦山の海岸，

（v）  上越市直江津・糸魚川市能生の間の

海岸，

（vi）  糸魚川市親不知海岸，能登半島北部

海岸，

（vii） 福井県越前岬付近の海岸，および，

（viii）  兵庫県但馬地方の海岸，ことに香美

町鎧（よろい）海岸

など，多くの地域にこのような特徴を持つ

海岸が現れている。一方太平洋側の海岸には

このような海岸はほとんど現れていない。三

陸海岸，熊野地方の海岸には，海岸線から切

り立った崖の海岸は見られるが，いずれも沈

降したリアス式海岸であって，直線的な隆起

海岸ではない。

このような特徴のある海岸線の存在は，こ

れらの海岸でバックアーク地震が，歴史時代，

ないしは，先史時代から繰り返されて起きて

きたことを示している。

e.　小規模な津波が誘発される

海岸線近くの海域で，上下動の地盤変動が

起きるのであるから，それによって津波が引

き起こされるはずである。しかし，海域とし

て水深の浅い沿岸域でのせいぜい数メートル

の海底地盤変動であるから，深海域が震源で

ある場合に海岸に達するまでの波高増大効果

（グリーンの公式の効果）は発生せず，小規

模な津波の発生にとどまると考えられる。

２．３　�新潟県頚城地方の地質図からみた

バックアーク地震

新潟県西部の上越市，糸魚川市，および妙

高市は，近世まで頚城郡と総称されていたの

で，以下では頚城地方と総称することにする。

産業総合研究所（2010）発行による頚城地

方の地質図を図 2 に示す。この図で，上越市

直江津以西，糸魚川市能生までの海岸線以南

には，濃い褐色で表された部分が山岳部のほ

ぼ全域を覆って広く分布しているが，この部

分は黒色泥岩（記号は Td）からなる，この

地方の山岳の基盤をなす硬い岩盤層である。

この層の北側の名立寄りには，青色で示され

た泥岩（Nm）層が分布し，さらにその北側

の名立，有間川の集落付近には薄緑色で示さ

れた砂質シルト岩層（Ss）が存在する。

以上 3 つの地層は，いずれも堅牢な岩層で

あって，図 1 の「本州岩体」の最北部をなし

ているものである。したがって，この海岸付

近は震源となるバックアーク地震が起きると

きには，図 1 の左部分の本州岩体が突き上げ

られることになる。以下の章に詳しく述べる

ように，宝暦元年（1751）越後頚城地震は，

明白にこのタイプの地震であったと判定され，

弘化 4 年（1847）越後頚城地震もまたこのタ

イプの地震であったと考えられるのである。

本州岩体の最北部の突き上げは，海岸線が

北端になるとは限らない。先史時代にはこの

海岸より少し沖合海域まで突き上げられた

バックアーク地震が起きたことがいく度か

あったと考えられ，その証拠として直江津・

能生の海岸の沖合部に「西頸城沖隆起帯」が

存在する。

77宝暦元年（1751）と弘化四年（1847）越後頚城地震の詳細震度分布と津波について



直江津以東の平野部の沖合にはこのような

隆起帯は見られない。逆に「高田沖沈降帯」

が北に延びている。このことは，バックアー

ク地震がこの地方で発生した場合には，本州

岩体北端部の突き上げが起きる起きるのは，

直江津・能生間の海岸区域のみであって，直

江津以東の海岸線には突き上げ隆起域は及ば

ないことを示している。

３．上越地方で歴史上に発生した地震

それでは，前節のバックアーク地震に関す

る予備知識を念頭に置いて，新潟県上越地方

で歴史上に発生した 4 回の地震について，歴

史記録に基づいて論じていこう。

３．１　歴史地震に関する総括的史料集

まず本稿で取り上げる越後頚城地方で生じ

た歴史地震の研究の根拠とするべき古文書の，

現在までの集積状況について触れておこう。

近代的な地震測器や，地震観測体制が始め

られた明治 20 年（1887）頃以前に発生した

地震は，一般に歴史地震と呼ばれ，主として

古文書の記載に基づいて研究・考察が行われ

る。我が国において，歴史地震記録の集大成と，

その成果の刊行は第二次世界大戦前に武者

（1941-a,b,c）によってなされ，「増訂　大日

本地震史料　（第一巻～第三巻）」の形で，総

計約 3000 ページの史料集として刊行されて

いる（以下，これらの地震史料集を M1, M2, 
および M3 と略記する）。

近年になって，東京大学地震研究所から，

新たに「新収　日本地震史料」（全 5 巻，22
冊）が刊行され，本稿で取り上げる，（C）
宝暦元年（1751）越後頚城地震に関する新検

出史料はその「第三巻」（1983，S3 と略す）に，

（D）弘化元年（1847）越語頚城地震の史料

はその「第五巻別巻六の二」（S5-6-2 と略す）

に収録されている。さらに，同書の「補遺編」

（1989，H と略記する），および「続補遺編」

（1993，Z と略記する）にも若干の新検出史

料が掲載されている。

図 2 新潟県頚城地方の地質図（産業総合研究所（2010））
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以上のような歴史地震に関する史料のうち，

特に被害を伴った地震に関して，古文書記録

に慣れていない多くの地震研究者の便宜を考

えて，要領よく各地震の要点をまとめた我が

国の地震カタログとして便利な書物として宇

佐美ら（2013）による『日本被害地震総覧　

599-2012』が刊行されている。

３．２　上越地方で発生した 4度の被害地震

本稿の「はじめに」の冒頭で述べたよう

に，新潟県西部に位置する上越地方では，西

暦 1502 年（文亀地震），1666 年（享保地震），

1751年（宝暦地震），および1847年（弘化地震）

の 4 回の地震が起きている。この節では，こ

の 4 個の各地震について述べていくことにし

よう。

３．２．１　�文亀元年十二月十日巳刻（グレ

ゴリオ暦 1502 年 1 月 28 日 10 時，

ユリウス暦同年 1 月 18 日）直江

津地震の史料

室町時代の京都の連歌師である宗祇（1421-
1502）は，しばしば全国を旅行したが，82 歳

の時，越後国国府（現在の新潟県上越市直江

津五智）に立ち寄った。ここで病気となりこ

こでしばらく滞在した。この滞在中の記録「宗

祇終焉記」（M1-p463）にこの地震のことが

記されている。その原文を見ておこう。

（元亀元年，1502 年）

 なか月（九月）朔日頃に，越後のこふ（国府）

に至りぬ。（中略）身にわづらふ（病気にな

る）事ありて，日数になりぬ（何日かここ

に滞在した）。かくしてしはす（十二月）の

十日巳刻（午前 10 時）ばかりに，地震おほ

きにして，まことに地をふりかへすにやと

おぼゆる事（地面がひっくり返るのではな

いかと感じるほど），日にいくたびといふ数

を知らず。五日，六日うち続きぬ。人民お

ほくうせ（人が多く死に），家々ころびたふ

れにしかば，旅宿だにさだかならず。

（解説）この記事によると，地面がひっく

りかえるかと思うような地震が 1 日に何度も

起き，それは五六日続いた。人が多く死に，

家も倒壊したので，宿とするべき家も決める

ことが出来なくなった，というのである。震

度 6 強から，あるいは震度 7 に達したのでは

ないかと推定される。

この地震は福島県会津坂下で記された「会

津塔寺長帳」（S1-463）にも「十二月十日，

大地震」とあるので，ここでも震度 4 程度の

揺れであったことがわかる。

京都でこのころ書き続けられていた日記で

ある「後法興院記」や「実隆公記」にはこの

日の地震は記されていないことから，京都で

は無感であったと推定される。

以上のことから，この地震雄震度分布図と

して図 3 を得る。

この地震は，発生年代が古く，史料がわず

か 2 点しかないので，広域の震度分布を知る

ことができず，バックアーク地震であるか否

かの判定をすることは難しい。 

３．２．２　�寛文五年十二月二十七日申下刻

（1666 年 2 月 1 日 17 時）越後高

田地震の史料

この地震が起きたとき，越後高田は一丈五

尺（4.5m）の積雪があった。

地震史料集 M1 には，「殿中日記」，「巌有

院実記」，および「慶安元禄間記」の三史料

が載せられているが，H-p200 に載せられた

「越後高田地震被害注進」（加賀野井家文書）

が，地震発生の 2 日後の二十九日までに判明

した高田城と高田藩の士分の被害を記録して

いて，これを根本史料として十分であると考

えられる。内容は次の通りである。

（高田城の被害）

 本丸家残らず崩，瓦門崩，角矢倉崩，土

居（防衛用の土塁）五十間（90m）崩二

ノ丸城代屋敷崩，城米蔵崩，

 三ノ丸土居四拾間（72m）崩，大手一之

門崩，屋敷共崩

侍屋敷百軒崩，他残らず大破

 家中上下（城に仕える侍とその家族，使

用人を含め）死 120 人，内 30 人侍

町屋過半崩

城下の町人や周辺地の死者などの被害数に
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ついては，「六郷家御城着由来」（H-p202）
に「越後守殿居城幷屋敷寺町屋共五千軒大破，

人数千八百七十余死」とあり，この 1870 人

から家中の死者 120 人を差し引くと，町人の

死者は 1,750 人となる。「高田市史」に「一

書には 1,500 人とある」と書かれている数字

に近く，この数字は町人死者数の実数に近い

と考えられる。以上，総合して高田での震度

は 6 強であったと推定される。

高田城の西，現在の高田駅の西方に寺町が

あった。「松平大和守直矩自筆寛文五日録」

（Z-p107）に，「寺十二つぶれ，死三十人」

とあるので，ここでも震度 6 強と推定される。

上越市の港湾地区である直江津（当時今町

と呼ばれた）の郷津では，「福永文書」（S2-317,
「直江津町史」に引用）に文化七年（1810）
の請願書に次のように記されている。

「越後国頚城郡今町湊字郷津之澗，往古出

崎有之趣き，越後守様御領分之節，当国大地

震にて澗形震崩落候に付，其砌御取繕之」と

あって，ここにあった郷津の港は出崎（天然

の防波堤）があった良港であったが，寛文の

地震で崩落した。そのとき港の修理がなされ

た，というのである。この件について「代官

小笠原友右衛門上申書」（S2-p317）に「松平

越後守御領分の節（寛文地震以前には）千石

積み以上の船が入船仕（つかまつり）候」と

あり，「この地震以後は，入船できなくなった」

というのである。この文によると，港の設備

が崩壊しただけではなく地盤が隆起したため

に港が浅くなり，大船が入船できなくなった，

とも理解できる。そうであるなら，ここの地

盤隆起が起きたことになり，この地震がバッ

クアーク地震である論拠の一つになる。今町

郷津（現在の上越市五智国府）では震度 6 弱

であったと推定される。

上越市三和区所山田の「池松縄家文書」

（S2-p317）には，大雪が積もっていたが「土

下より地震に割候て，雪上まで青土出」とあり，

液状化によって地上に吹き出てきた青泥は積

雪の上まで出てきた，というのである。また

「総じて，在辺石すへの家はたほれたり。立

家少々残り」とあって，柱の根本を石で支え

ていた家は倒壊し，柱の株を土中に埋めた家

図 3  文亀元年 12 月 10 日（1502 年 1 月 28 日）直江津地震の震度分布
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が少々残った，というのである。所山田でも

震度 6 強であろう。柏崎では「柏崎編年史　

上」（S2-p318）に，高田でに被害を記述した

後，次の文が現れる。「柏崎も亦甚しく町役

人等集りて遭難者を救う」とある。柏崎で何

らかの被害を生じたものとみられる。柏崎で

の震度を 5 強と推定する。

八王子では「正統桑都日記」に「寛文五年

十二月二十七日　地震」とあり，八王子で有

感（震度 3）であったことが知られる。

村上では，「松平大和守直矩自筆寛文五日

録」（Z-p107）に，村上で「当所にて珍しき

ほどゆる也」とある。村上では震度 4 と推定

する。

以上によって，寛文五年高田地震の震度分

布図として図 4 が得られる。

３．２．３　�宝暦元年四月二十六日丑刻（1751

年 5 月 21 日 2 時）越後頚城地震

３．２．３．１　�宝暦元年（1751）越後頸城地

震の広域震度

この地震は江戸期の後半期に発生した地震

であるため，これまでに発行された史料集

に紹介された史料の量が多く，実に合計 270
ページ余りにも及ぶ。このため，原史料群か

ら，1 文献の 1 地点に関する記述を 1 件とし

てデータベース A を作成したところ，実に

220 件を含んだ大きなデータベースとなった。

データベース A から，各地点の震度を推

定することを目的として，同一地点に関する

項目を 1 件にまとめたデータベース B を作

成した結果，項目数は 81 件に縮小した。こ

のデータベース B を本稿の付録 1 に掲載した。

図 5 に広域の震度分布を示した。家屋の

潰（全壊）を生ずる 6 弱以上の震度を示し

た場所は，ほぼ現在の上越市，および柏崎

市の一部に限られ，飛地的に長岡府内で震

度 6 強を記録している。有感の範囲は北は

山形県朝日町，東南は江戸，南は長野県の

伊那市に及んでいる。西方では，京都，和

歌山県金谷，および鳥取に及んでいる。図 5
を俯瞰すると，有感域は東西方向には伸び

ているが，南北方向にはあまり伸びてはい

図 4 寛文五年十二月二十七日（1666 年 2 月 1 日）越後高田地震の広域震度分布
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ないような印象を受ける。

３．２．３．２　�新潟県中部の震度分布

震源地であったと考えられる上越市の東方

に当たる新潟県中央部（柏崎市・新潟市の間）

の震度分布を図 6 に示す。この範囲では，長

岡府内で震度 6 強であったほかは，おおむね

震度 5 強にとどまる。

この地域で唯一震度 6 強と大きかった長

岡府内に関しては「越佐史料稿本」（S3 －

p504）には，「潰家 73，半潰 562，死者 2，
地面われ泥砂涌出し，用水 3900 間破損」と，

この周囲の地域から卓越して大きな家屋被害

が記録されている。「地面われ泥砂涌出し」

とあることから，ここでの大規模な液状化が

家屋倒壊の原因と判断される。長岡府内は信

濃川が迫っていることから地下水位が高いた

め，このような集中的な地震被害が生じたも

のと判断される。家屋被害数の割に死者数が

2 人にとどまったのは，震源から遠かったた

め，長周期の揺れが卓越したため，最終的に

家屋は倒壊したが，中の人は十分に身を守る

余裕があったためと考えられる。

３．２．３．３　上越市域での震度分布

震源に近かったと考えられる現在の上越市

域の詳細震度分布を図 7 に示す。

（1） 最大被災地となった上越市高田・直江

津と糸魚川市能生の間の地域

この図 7 を見れば，上越市の高田。直江津

以西，糸魚川市能生（のう）までの範囲の山

岳地域の各地で大規模な山崩れが起きており，

この地震での最大被災地となったことがわか

る。この地域の多数の集落で，相当数の家屋

が土砂のなかに埋もれてしまった場所が発生

している。この範囲では，ほぼどの集落も震

度 6 強であったと推定される。この山岳地域

が，図 1 で模式的に示されたバックアーク地

震の「本州岩体の突き上げ部分」に相当して

いることは一目瞭然であろう。

有間川で日本海にそそぐ桑取川の流域では，

東吉尾では家数 9 軒のうち 7 軒が山崩れに埋

まり 28 人が死亡し，西吉尾でも家数 22 軒

のうち 5 軒が埋まり，やはり 28 人が死亡し

ている（「桑取谷西吉尾斎京氏御用留」，S3-
p519）。桑取川の河口に当たる有間川の集落は，

全戸 39 軒のうち 9 軒が山崩れに埋まり，30
軒が流失して 45 人の死者を出した。

名立川の川筋でも小田島で山崩れのため残

らず潰れ，川を埋めて湖水が出現し，ここ

で 38 人が死亡した。名立川の河口に位置す

る名立大町は集落全体が土砂に埋もれ，さら

に，名立大町に連なった小泊の 91 戸も同様

に山崩れでほぼ全戸消滅し，名立全体で合計

約 500 人が死亡した（以上，「古記録集成」

S3-p380 による）。

（2） 高田・直江津の東側平野部での震度分

布

図 7 の西半分の山岳地域での震度 6 強の区

域の話はここまでにして，今度は図 7 の東半

分，高田・直江津を流れる関川の東側の平野

部の震度分布についてみておこう。

図 7 で「B」と記した上越市三和区本郷は，

ここだけ孤立的に 6 弱と震度が大きく，この

周辺には震度がこれほど大きな点は見当たら

ない。その理由を考察しておこう。

図 8 の左図は現代の本郷とその周辺の五万

分の一地図で，右図は明治 44 年（1911）の

同地図である。現代地図で見ると本郷の北方

に桑曽根川がゆるやかに流れているが，特に

本郷で揺れが強く現れる理由は見当たらない。

ところが，明治 44 年の地図を見ると，桑曽

根川は本郷集落の中で「逆 Z 字型」に屈曲し

て流れているのがわかる。増水時には，本郷

付近では，この屈曲部で河水が滞り，ここで

は頻繁に溢水が起きていたことを容易に推定

することができる。すなわち本郷は，遊水池

の中にあるような，軟弱な地盤の上にあった

集落であることがわかる。これが，本郷で孤

立しておおきな震度が出現した理由であろう。

図 7 の C の付近，すなわち下柳，岡田，

上柳などの集落では，震度 5 強であって，こ

の周囲より震度がやや強く表れていたことが

わかる。この付近の様子をやはり明治 44 年
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図 5 宝暦元年（1751）越後頚城地震の広域震度分布

図 6 宝暦元年（1751）越後頚城地震による新潟県中央部の震度分布
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図 7 宝暦元年（1751）越後頚城地震の上越市とその周辺の詳細震度分布

図 8 三和区本郷の現代の地図（左図），および明治 44 年（1911）版五万分の一地図

（1911）の地図で見ておく（図 9）。やはり，

明治 44 年ころには，これらの集落を貫くよ

うに屈曲した小河川が流れていたことがわか

る。このため，これらの集落はやはり湿地の

軟弱な地盤の上にあって，地震による震度が

強く表れやすかったことを容易に肯定するこ

とができる。

また 7 図の D の河井や行法の集落付近も，

C 付近と同様の事情にあったことがわかる。

C，あるいは D の集落群とはいささか状
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況が異なるのが，E 付近の岩手，芋島，猿毛，

黒岩などの集落である。これらの集落は平野

に点在する集落ではなく，丘陵の谷筋にある

集落である。普通に考えれば，こういう場所

は「地震に強い場所」，すなわち，震度が小

さく現れる場所のはずである。こういう場所

にある集落で震度が大きく現れた理由はよく

わからない。今後の研究課題としておこう。

図 7 の F のところは，上越市を縦貫して

流れる最大の河である関川の東側の沖積平野

部で，ここにはほとんど地震による被害記録

がない。事実として震度が小さくて被害がほ

とんど生じていなかったことを示している。

図 2 の地質図を見ると，このあたり礫砂沖積

平野となっている。すなわち，このような大

きな川に近い場所は「自然堤防」とも呼ばれ，

洪水のたびごとに山から運ばれてきた，礫（粒

の大きな石）が地層中に多く含まれているた

め，地震の揺れが小さく現れる場所になって

いる。このため宝暦元年（1751）越後頚城地

震のときにも，ほとんど地震被害のない地域

となったのであろうと推定されるのである。

（3） 宝暦元年（1751）越後頚城地震に伴う

津波の記載

（i）今町（直江津）の津波

宝暦元年（1751）越後頚城地震に伴う津波

については，「今町会所地震書留写」（糸魚

川市能生町鬼舞，伊藤義次文書，S3-374）に，

次のように記述されている。

四月廿五日夜八つ時（26 日午前 2 時）大

地震ニ付，潰家死人，其上大地壱弐尺，又は

所々より五六尺斗ツゝ相割れ水吹出し井戸水

三四尺斗ツゝ上へ吹出し申候。町内壱弐尺水

湛（たたえ），依之（これにより）津なミの

由に而，町中之者不残砂山江逃登る。

この記事によると，現在の直江津に相当す

る今町では地震のさい地割れが起き，液状化

によって水が噴き出し，また井戸水が三四尺

（1m ほど）吹きあがった。また町内は一二

尺（0.3 ～ 0.6m）冠水した。これは津波だと

いうことで，今町中の人が砂山に逃げ上った，

というのである。この文に筆者は，地割れで

吹き出た水や井戸から湧き出た水によって町

が 0.3m~0.6m 冠水したような筆致であるが，

量的にこれはあり得ず，町の人は正しく海か

ら襲ってきた津波だと判断している。

平凡社の「新潟県の地名」（1986）による

と，今町の範囲は，現在の中央 1 ～ 5 丁目と

住吉町であり，これらはすべて関川の河口の

図 9 明治 44 年（1911）版の五万分の一地図でにる下柳，寺田，上柳の集落
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西側平野の上に広がる市街地である。この市

街地の標高の最も低い場所は，現在の中央三

丁目で，ここでの標高は 3.1m である。した

がって，ここで津波によって「一二尺」すな

わち 50cm ほどの冠水があったとすると，こ

こでの津波高さは 3.6m となる（37.1797°N，

138.2443°E，信頼度 A）。

今町（直江津）を襲った津波については，「永

書」（三井文庫，S3-p507，大阪）にも記され「今

町と申すところ津波にて海辺町通残らず海へ

流れ込み候」とある。しかし，住宅地に敷地

の上 0.6m の冠水では，「町通り残らず海へ流

れ込み」とはならないはずで，この記事には

風聞による誇張が認められる。この文献から

は，津波が来襲した事実だけを尊重するにと

どめ，「町通り残らず海へ流れ込む」の記載

には，風聞による誇張があると判断しておく。

また，「近世大坂風聞集」（H-p247）の「柏

崎，このまち 1000 軒余津波にて人多く死す」

の記事は，風聞による全くの誤伝と判断すべ

きであろう。

（ii）名立小泊の津波記事

名立の海岸には，大町と，その北側に町続

きの形で小泊の市街地が連なっている。平凡

社の「新潟県の地名」（1986）の名立小泊村

の項目（p57）に長谷川保信氏所蔵の「越後

大地震記録」が引用されていて，これに，寛

延四年（＝宝暦元年）四月二十五日の大地震

で「名立の泊り不残海之中江弐拾丁（2.1km）

余つき出シ，人馬皆ながら埋死申候」とある。

ここでは大規模な崖崩れに押し出された家屋

が，海岸線から約 2km まで沖に流出したと

いうのである。背後の丘からの山崩れで海に

押し出された家屋が，その慣性だけで海岸線

から 2km も沖に押し出されたとは考えにく

く，海岸線近くの海底の隆起に伴って生じた

津波の流れに運び出されたものと理解すべき

であろう。津波高は家屋の流出から 2m とし

ておく（37.1648°N,138.0889°E，信頼度 C）。
以上，宝暦元年（1751）越後頚城地震は，バッ

クアーク地震の条件（a ～ e）を満たした地

震であったことが肯定できるであろう。

３．２．４　�弘化四年（1847 年）の越後頚城

地震

３．２．４．１　�弘化四年（1847 年）の越後頚

城地震の概要

弘化四年三月二十九日（1847 年 5 月 13 日）

の昼九つ（12 時頃）に起きた越後頚城地震は，

5 日前の同年三月二十四日（同年 5 月 8 日）

に信濃国で起きた善光寺地震に誘発された地

震であると考えられる。ただし，善光寺地震が，

明白に長野盆地内を走る飯山断層や小松断層

の活動によるものであったのに対して，弘化

四年越後頚城地震では，震央と考えられる最

大被災地が現在の新潟県上越市である事，ま

た小規模ながら津波が記録されている点，な

どから震源域は日本海にかかっていると考え

られる。すなわち，弘化四年（1847）越後頚

城地震は，善光寺地震の余震ではなく，別個

の地震と考えるべきものである。また，宝暦

元年地震（1751）ほど明白ではなくとも，以

下に述べる震度分布，および津波の存在から，

やはりバックアーク地震であったことが肯定

される。

３．２．４．２　�弘化四年（1847）越後頚城地

震の史料

弘化四年（1847）越後頚城地震の史料文献は，

史料集 M3 の p495 に「信越地震記」の一部

として「越後国頚城郡村々」という書き出し

で潰（全壊）293 軒，半潰 1034 軒，大破 248
軒という被災家屋数と，16 人の死者があっ

たことが記されている。また M3 の p499 に

「藤川寛雑記」が引用されており，越後国内

70 ケ村の被害数が挙げられている。

史料集（S5-6-2）にも，「笠原家文書」（p1659），
「石野武教家文書」（1674），「苧島（おじま）

村文書」（p1692），「暦史」（p1695），「柴田収

蔵日記」（p1797）などに，集落ごとの潰家，

半潰家，死者数などが記された信頼度の高い

文献が掲載されている。これら被害の出た集

落の江戸期の総家数は平凡社（1986）によっ

ておよそ知ることができるため，集落ごとの

被害率 D を算出することができ，精度の高
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い震度分布を得ることができる。各集落の被

害数，およびそこでの推定震度を付録の表 2
に掲げておいた。

３．２．４．３　�弘化四年（1847）越後頚城地

震の震度分布図

以上のような作業を経て，弘化四年（1847）
越後頚城地震の，広域震度分布図（図 10），
および上越市・妙高市の震度分布図（図 11），
および上越市平野部での詳細震度分布図（図

12）が得られた。以下では主として広域図（図 
10）これら各図を見て気づくことを記してい

こう。

 （a）これらの震度分布図を見てまず注目す

べきことは，地盤が固い地域であるはずの

山岳地域では，長野県寄りに震度が大きな

点が現れていることである。たとえば，長

野県の県境に近い樽本で震度 7，長沢と大

鹿で震度 6 強となっている。これらの地点

は，5 日前の善光寺地震の大きな震度地域

とは連続しておらず，29 日の越後頚城地

震による震度である。このような山岳地域

の谷筋の集落で大きな震度が表れているの

は，この地震がバックアーク地震の突き上

げ効果の表れであると考えられる。

 （b）宝暦元年（1751）越後頚城地震では，

直江津・能生間の山岳部で大規模な山崩れ

が発生し，家屋や人に大きな被害を出した

が，弘化四年地震では，そのようなことは

起きていない。

 （c）広域震度図には，十日町に近い松代（ま

つだい），千年などの 5 集落に，上越市域

とは切り離されて，震度 6 弱から 6 強の大

きな震度が現れている。これら 5 個の集落

も軟弱な地盤の平野部にあるのではなく，

地盤が強固なはずの丘陵地帯に存在する集

図 10 弘化四年三月二十九日（1847 年 5 月 13 日）越後頚城地震の広域震度分布
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落である。

つぎに上越市平野部の詳細震度分布図（図

12）を見てみよう。

 （d）高野と中条の 2 つの集落で震度 7 が現

れている。高野は扇状地の先端に位置して

おり，地盤は最も粒の細かい砂，ないしは

シルト層であって，しかも扇状地の地下を

通ってきた地下水の湧き出るとことである。

ここで震度が大きくなったのはこのためで

あろう。

 これに対して，中条は丘陵地の谷筋の集落

で地盤は強固なはずである。ここで震度が

大きく表れた理由はやはりこの地震が山岳

地の一部で震度が大きく現れるバックアー

ク地震であったことを示すものであろう。

 （e）今度は図 12 と，宝暦元年（1751）地

震の詳細震度分布図である図 7 を比較して

みよう。図 7 の C のあたり，すなわち下柳・

富田のあたりには，両図共通して震度の大

きな集落が集中している。また図 7 の D の

あたり，すなわち，中谷内，山口のあたり

も両図共通して震度の大きな集落が集中し

ている。これらの集落は，ともに小河川や

沼地の入り組んだ軟弱地であることが，と

もにやや強い震度をしめした理由であろう。

 （f）高田城のすぐ東側を北上して流れる大

河川である関川の川筋から東側約 2km ま

での平野部分には，両地震に共通して被害

は全く生じていない。ここには，稲田，鴨

島などの人家の多い集落があるが，これら

の場所では地震被害記録は全く残されては

いないのである。すなわち，これらの場所

では地震被害は起きていないと判断される。

図 11 弘化四年（1847）越後頚城地震の上越市・妙高市域での震度分布
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大河に沿った自然堤防に相当する平野部は

地震に強い，という大原則が現れているの

であろう。

３．２．４．４　津波について

弘化四年（1847）越後頚城地震には，ただ

1 点であるが津波が記録されている。すなわ

ち，糸魚川市能生の鬼舞（きぶ）の伊藤義次

氏所蔵文書の「歳々記録控記」（S5-6-2-p1749）
に次のように記されている。

 同（弘化四年三月）廿九日午刻（昼 12 時）

同夜大地震，波凡壱丈七尺（5.1m）余ふ

くれ込み，

ここに「ふくれこみ」とある一丈七尺は，

水平距離ではなく鉛直距離であると理解すべ

きである。水平距離ならば「間，尺」が使わ

れ，「丈，尺」はもっぱら鉛直距離に使われ

るからである。また「ふくれこみ」の表現は，

風波のような周期の短い波ではなく，ゆっく

り水位が変化する現象であったことを表して

いる。すなわちこの記録は津波の記録なので

ある。この津波記録は弘化四年越後頚城地震

の震源域の一部が日本海にまでかかってい

ることを示している。津波高は 5.1m である

（37.0881°N，137.9614°E，信頼度 A）。

４．�東海地震の発生とバックアーク地震

の発生には相関があるか

寛文 5 年（1666）越後高田地震や，宝暦元

年（1751）と弘化 4 年（1847）越後頚城地震

のようなバックアーク地震，さらに令和 6 年

（2024）能登半島地震，享保 14 年（1729）
はいずれも本州岩帯が，フィリピン海プレー

図 12 弘化 4 年 3 月 29 日（1847 年 5 月 13 日）越後頚城地震の上越市平野部での詳細震度分布
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トの北上による押し込みによって，突き上げ

られたことによって起きた地震であるという。

それならば，これら 5 個の日本海岸に起きた

バックアーク地震の発生と，太平洋側海岸に

起きた東海地震とは相関関係があるのではな

いか，という疑問が生じる。そこで，バック

アーク地震の発生年と東海地震の発生年を時

間軸の上にプロットしてみた（図 13）。しか

し図 13 に見られるように，この両者の間に

は残念ながら目立った相関関係はなさそうで

ある。

５．津波の新規発見

本稿で，宝暦元年（1751）と弘化 4 年（1847）
の 2 つの越後頚城地震には津波がともなって

いた。この 2 個の津波は，渡辺（1998）の津

波カタログには掲載されていない。
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付録 1　宝暦元年（1751）越後頚城地震の史料と推定震度

文書名の略号は次の通り

今：今町会所地震書留届写，岩：地震付村々破損書上帳岩手組，笠：笠原家文書
柏：柏崎文庫 3，河：中条町史，河内氏記録，
寛：寛延四未年四月 25 日夜八ツ時過越後国高田大地震に付変地潰家及死人怪我人取調書
桑：桑取谷吉尾斎京氏御用留，県：新潟県史，古：古記録修正，佐：越佐史料稿本，
斎：斎京氏文書，災：越後頚城郡災害考，高：高田表大地震之節日記，滝：滝川氏記録，
訂：訂正越後頸城郡誌稿，藩：高田藩制史研究，西：新潟県西頸城郡誌，
直：直江津町史，名：名立の歴史，与：与次右衛門肝煎日記
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第 2 表　弘化四年（1847）越後頚城地震の集落別被害と推定震度

書名略号と原文献名，およびその文献の地震史上の史料集記号と掲載ページの表
小：小笠原信助御届，藤：藤川寛雑記，笠：笠原家文書，石：石野武教家文書，
柿：柿崎町史，赤：赤倉温泉沿革史，宝：関山村宝蔵院日記，三：三和村史，
中：中郷村史，苧：苧島村文書，暦：暦史，じ：広報じょうえつ，異：異事大概記，
渡：渡辺慶一文書，関：関守，榊：榊神官日記，岡：岡部家文書，津：津南町史，
柏：柏崎日記，柴：柴田収蔵日記，歳：歳々記録控記，割：大地震に付き拝借金割賦帳，
名：名立の歴史，小：小笠原信助御届，藤：藤川寛雑記

史料集で S5-6-2，M3 と書くべきところを，それぞれ S，M と略記した。
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